
平
成
25
年
度
上
半
期

財
政
状
況
の
公
表

特別会計の状況
区　分 予算現額 収入済額（執行率） 支出済額（執行率）

国民健康保険特別会計 18億1,343万円 8億7,308万円 48.1％ 7億6,252万円 42.0％

後期高齢者医療特別会計 1億7,708万円 4,318万円 24.4％ 4,148万円 23.4％

介護保険特別会計 17億2,658万円 8億1,736万円 47.3％ 6億8,645万円 39.8％

宅地造成事業特別会計 5,306万円 976万円 18.4％ 1,028万円 19.4％

公共下水道事業特別会計 5億7,829万円 2億1,577万円 37.3％ 2億5,771万円 44.6％

工場団地造成事業特別会計 6,221万円 35万円 0.6％ 8万円 0.1％

農業集落排水事業特別会計 2億5,272万円 1億4,190万円 56.2％ 1億786万円 42.7％

営農飲雑用水事業特別会計 1,739万円 508万円 29.2％ 499万円 28.7％

合　　　　計 46億8,076万円 21億649万円 45.0％ 18億7,137万円 40.0％

病院事業会計

区 分 予算額 執行済額

収益的収入 11億8,165万円 6億4,161万円

収益的支出 12億21万円 5億2,505万円

資本的収入 7,304万円 0万円

資本的支出 1億1,484万円 4,731万円

水道事業会計

区 分 予算額 執行済額

収益的収入 3億6,208万円 3億4,749万円

収益的支出 3億2,138万円 2億9,686万円

資本的収入 2億620万円 1億2,592万円

資本的支出 3億7,309万円 2億8,292万円

企業会計
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（
平
成
25
年
９
月
30
日
現
在
）

校
及
び
旧
丸
森
町
保
育
所
の
解
体
費
用

等
８
５
０
０
万
円
で
す
。
ま
た
、
若

者
向
け
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業
に

８
９
７
０
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。
な

お
、
必
要
な
財
源
に
つ
い
て
は
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
費
国
庫
負
担
金
や
前

年
度
か
ら
の
繰
越
金
な
ど
で
賄
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
補
正
後
の
歳
出
予
算
を
目
的

別
に
み
る
と
、
消
防
費
が
最
も
多
く

21
億
７
３
９
４
万
円
で
歳
出
予
算
全

体
の
21
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
対
策
関
係
の
除
染
経
費
や

仮
置
場
造
成
費
用
な
ど
が
昨
年
よ
り

大
き
く
増
額
に
な
っ
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。
次
い
で
老
人
福
祉
や
障

害
者
福
祉
、
児
童
福
祉
関
連
費
な
ど

の
民
生
費
が
20
億
７
６
１
６
万
円

で
20
・
６
％
を
占
め
、
以
下
総
務
費

15
億
１
１
０
８
万
円
（
15
・
０
％
）、
土

木
費
11
億
３
５
４
６
万
円（
11
・
３
％
）、

公
債
費
８
億
６
８
８
２
万
円（
８
・
６
％
）、

衛
生
費
７
億
５
２
１
７
万
円
（
７
・

５
％
）、
教
育
費
５
億
１
７
３
７
万

円
（
５
・
１
％
）、
農
林
水
産
業
費

５
億
７
５
０
万
円
（
５
・
０
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
性
質
別
で
は
、
人
件
費
・

扶
助
費
・
公
債
費
の
合
計
で
あ
る
義
務

的
経
費
の
構
成
比
が
28
・
９
％
で
、
こ

れ
に
対
し
普
通
建
設
事
業
費
や
災
害
復

　
〔
一
般
会
計
〕

　

一
般
会
計
は
、
当
初
予
算

94
億
４
１
０
０
万
円
に
対
し
９
月

末
ま
で
に
４
回
の
補
正
を
行
い
、

６
億
４
９
４
９
万
円
を
追
加
し
、
総
額

で
１
０
０
億
９
０
４
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
予
算
額
は
丸
森
町
の
人
口

１
人
当
た
り
約
66
万
６
千
円
に
な
り
ま

す
。

　

本
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能
除
染
経
費

や
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
早
急
に
対
応

が
必
要
な
小
中
学
校
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
、
役
場
庁
舎
等
の
修
繕
と
環
境
整

備
の
た
め
の
予
算
を
計
上
す
る
と
と
も

に
第
２
子
以
降
児
童
の
保
育
料
無
料

化
、
子
ど
も
学
び
塾
や
学
校
間
交
流
事

業
、
町
道
五
福
谷
北
山
線
・
町
道
弁
天

線
等
の
道
路
整
備
事
業
、
各
種
が
ん
検

診
委
託
料
及
び
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
な
ど
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
当
初
予
算
に
加
え
て
補
正

予
算
で
計
上
し
た
事
業
の
中
で
大
き
な

も
の
は
、
地
域
密
着
型
小
規
模
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
の
た
め
の
介
護
基

盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業
補
助
金

１
億
６
１
６
８
万
円
、
凍
上
災
害
に
よ

る
町
道
欠
入
落
合
線
の
復
旧
事
業
費
等

１
億
１
９
５
０
万
円
、
旧
丸
森
西
中
学

※収入の不足額は、損益勘定留保資金などで
補てんしています。

町
の
財
政
状
況
の
公
表
は
、
６
月
と
12
月
の
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
25
年
度
上
半
期
（
平
成
25
年
４
月
〜
９
月
）
の
予
算
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧
費
の
投
資
的
経
費
の
割
合
は
14
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
末
現
在
の
支
出
済
総

額
（
前
年
度
繰
越
明
許
費
を
除
く
）

は
31
億
３
３
１
１
万
円
で
、
執
行
率

（
予
算
額
と
支
出
済
額
の
割
合
）
は

31
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
で
９
月
補
正
後
の
状
況

を
主
な
項
目
ご
と
に
み
る
と
、
地

方
交
付
税
が
33
億
９
２
３
９
万
円

で
全
体
の
33
・
６
％
を
占
め
、
本

町
の
一
般
会
計
に
お
け
る
最
大

の
財
源
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
次
い
で
国
庫
支
出
金

24
億
４
６
０
４
万
円
（
24
・
３
％
）、

町
税
12
億
２
１
７
万
円
（
11
・
９
％
）、

町
債
９
億
３
９
１
９
万
円
（
９
・

３
％
）、
県
支
出
金
９
億
３
０
５
８
万

円
（
９
・
２
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
自
主
・
依
存
財
源
別

に
み
る
と
、
自
主
財
源
20
・
８
％
に

対
し
て
依
存
財
源
は
79
・
２
％
と
高

い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
９
月
末
現
在
の
収
入
済

総
額
は
、
39
億
８
２
０
６
万
円

で
執
行
率
は
39
・
５
％
で
す
。
こ

の
う
ち
、
町
税
の
収
入
済
額
は

７
億
４
４
８
６
万
円
で
、
執
行
率

62
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
特
別
会
計
〕

　

各
種
特
別
会
計
の
予
算
現
額
、
執

行
状
況
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。
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